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ロ y クへ分割・整形するマルチプログラムブロ y ク実行方式を提案している。また，ブロック実行に要するプロセッ
サ処理負荷量の制限とプロセッサ内資源の必要十分量の特定により，複数フ。ログラムブロックの同時実行が可能とな
り，プロセ y サの処理性能の高安定化が可能であることを示している o















パ y ファ配置方式を提案し，さらに要素プロセッサ内でパケットをパッ 7 ァリングする非同期入出力キューで
あるキューバッファの配置方法として，プロセッサ内のパケット流量解析により決定する手法を提案し，負荷
変動耐性と処理性能の向上が可能であることを示している o
(3) プロセッサの負荷変動制御と処理能力の更なる拡充のため， プログラムを特定条件下で複数のプログラムフーロッ
クへ分害IJ ・整形するマルチプログラムブロック実行方式の有用性を明らかにしフボロック実行に要するプロセッ
サ処理負荷量の制限とプロセッサ内資源の必要十分量の特定により，複数プログラムブロックの同時実行を可
能にする新しい手法を提案し，データ駆動型メディアプロセッサの処理性能の高安定化が可能であることを確
認している。
以上のように，本論文はデータ駆動型メディアプロセッサの構成手法に関する多くの有用な成果を上げており，情
報システム工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
円hu円ο??
